
6月議会で賛否が分かれた主な議案・陳情

議案
颯
爽

自
民

さ
が
み

み
ら
い

公
明

立
憲

維
新

共
産

無
所
属

一般会計補正予算（第4号） × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

職員の特殊勤務手当 
一部改正　　

○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○

学校における化学物質 
過敏症についての陳情 ○ × × × × × ○ ×

会派 :颯爽（颯爽の会3人）、自民（自由民主党相模原市議団14名）さがみみらい（民主み
らい・無所属・地域政党さがみはら9人）、公明（公明党相模原市議団8人）、立憲（立憲民
主党5人）、維新（日本維新の会相模原市議団4人）、共産（日本共産党相模原市議団（2人）

赤
ち
ゃ
ん
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
い
き
い
き
と
暮
ら
せ
る
ま
ち
に 

の
も
と
よ
し
み
通
信

9月議会の日程

8月 25日（金） 本会議（議案提案）

9月 4日（月）、5日（火） 本会議（代表質問）

  7日（木）～13日（水） 各常任委員会

  25日（月）～27日（水） 本会議（一般質問）

  29日（金） 本会議（採決）

※のもとは、代表質問を行います。
　市のホームページから中継や録画をご覧いただけます。

移
動
手
段
の
確
保
と
工
夫
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
に

バ
ス
の
減
便
や
バ
ス
路
線
の
撤
退
、
高
齢

や
障
害
等
で
バ
ス
停
や
駅
ま
で
歩
け
な
く
な

っ
た
、
免
許
を
返
納
し
た
等
、
様
々
な
理
由

で
移
動
に
困
難
を
抱
え
る
方
が
増
え
て
い
ま

す
。
市
は
、
移
動
手
段
の
確
保
に
向
け
て
、

交
通
や
福
祉
、
教
育
、
区
役
所
等
の
関
係
課

を
集
め
た
政
策
連
携
会
議
を
設
置
し
、
検
討

を
進
め
て
い
ま
す
。
今
年
度
か
ら
始
ま
っ
た

事
業
も
あ
り
ま
す
（
4
ペ
ー
ジ
参
照
）。

移
動
手
段
の
政
策
に
は
、
利
用
者
や
利
用

目
的
を
限
定
す
る
な
ど
、
法
律
や
制
度
上
の

制
約
が
あ
っ
た
り
、
担
い
手
の
確
保
な
ど
運

用
上
の
課
題
が
あ
っ
た
り
し
ま
す
。
ま
た
、

地
域
や
個
人
の
ニ
ー
ズ
は
多
様
で
す
。
み
な

さ
ん
と
知
恵
を
出
し
合
い
、
移
動
販
売
な
ど
、

モ
ノ
や
サ
ー
ビ
ス
を
届
け
る
方
法
も
検
討
し

な
が
ら
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
に
な
る

よ
う
、
力
を
尽
く
し
ま
す
。

第49回　のもとよしみの議会報告と意見交換会

相模湖公民館
10時～12時
　
城山公民館
14時～16時　
※ご都合のよい会場に
　お越しください。

 日にち

8月11日（金・祝）

参加費
無料

会派構成が変わった初定例会。
公共施設の利用料金の値上げ
を含む補正予算（第4号）に反
対したのは、颯爽の会だけ。コ
ロナ禍で減少した施設利用者
数はまだ戻っておらず、電気代
や食品等の値上げが続いてい
ます。なぜ値上げを見送らない
のか、理解に苦しみます。

改選後の議会の様子や市の取組（移動支
援、中山間地域の医療、公共施設の利用
や再編、中学校の全員給食等）について
意見交換しませんか。また、気になるこ
と、市への要望等をお聞かせください。
のもとが出向く「出張茶話会」も開催中。
ご都合のよい日時と場
所、テーマをお知らせ
ください。お待ちして
います！

多世代交流イベント「ポニー乗馬×移動式あそび場」in 若葉台（7/9）
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物
価
高
騰
対
策
等
の
補
正
予
算

全
会
一
致
で
可
決

補
正
予
算
の
総
額
は
46
億
9
5
0
0
万
円
。

市
民
税
非
課
税
等
の

生
活
困
窮
世
帯
に

3
万
円
、
小
中
学

校
の
給
食
食
材
の

高
騰
分（
15
円
／
食
）

や
事
業
者
へ
の
補
助

事
業※
１

が
含
ま
れ
ま

す
。
ま
た
、
家
計
支

援
と
脱
炭
素
社
会
実

現
の
た
め
、
省
エ
ネ
機

器※
２

へ
の
買
い
替
え
に
補
助
金
が
出
ま
す

（
上
限
5
万
円
、
補
助
率
1
／
3
）。
事
前
登

録
が
必
要
で
、
受
付
は
8
月
と
11
月
で
す
。

　　
  

こ
ど
も
の
社
会
的
な
自
立
を
支
え
る

こ
ど
も
版
ケ
ア
マ
ネ
の
配
置
を　

2
0
2
1
年
度
の

不
登
校
の
児
童
生
徒

は
1
3
6
7
人
。
う

ち
4
3
0
人
が
相
談

指
導
に
つ
な
が
っ
て

い
ま
せ
ん
。
他
に
も

様
々
な
理
由
で
望
ま
な
い
孤
独
・
孤
立
状
態

の
親
子
が
い
ま
す
が
、
児
童
相
談
所
等
の
職

員
は
、
虐
待
対
応
等
に
追
わ
れ
て
い
ま
す
。

心
身
と
も
に
健
や
か
で
幸
せ
な
状
態
で
い
ら

れ
る
よ
う
、
支
援
に
つ
な
が
っ
て
い
な
い
こ

ど
も
に
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
型
で
事
業
や
地
域
資

源
を
つ
な
ぐ
、
こ
ど
も
版
ケ
ア
マ
ネ
「
こ
ど

も
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
」
の
設
置
を
求
め

ま
し
た
。
必
要
性
も
含
め
て
検
討
す
る
と
の

こ
と
。
虐
待
や
困
難
な
状
況
に
さ
せ
な
い
支

援
こ
そ
が
重
要
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

通
級
指
導
教
室※
３

の
全
校
設
置
と

送
迎
の
保
障
を

2
0
1
2
年
度
か
ら
の
10
年
で
、
児
童
生

徒
数
は
4
3
0
0
人
以
上
減
り
ま
し
た
が
、

特
別
支
援
学
級
の
児
童
生
徒
数
は
8
5
5
人

か
ら
1
8
4
2
人
と
2. 

15
倍
に
。
ま
た
、
教

員
不
足
も
深
刻
で
す
。

支
援
級
や
介
助
員
の

あ
り
方
、
通
学
区
域
の

柔
軟
な
運
用
、
効
果
的

な
人
材
配
置
等
を
検
討
す
る
よ
う
促
し
ま
し

た
。
ま
た
、
通
級
指
導
教
室
が
あ
る
の
は
17

校
だ
け
。
他
校
か
ら
通
う
に
は
、
保
護
者
の

送
迎
が
必
要
で
す
。
通
え
な
い
こ
ど
も
を
な

く
す
た
め
、
全
校
設
置
を
急
ぐ
と
と
も
に
、
そ

れ
ま
で
の
間
は
送
迎
を
保
障
す
る
よ
う
、
要

請
し
ま
し
た
。

学
校
サ
ポ
ー
タ
ー
認
証
制
度
を

教
育
委
員
会
が
開
催

す
る
「
発
達
サ
ポ
ー
ト
講

座
」。
そ
の
講
座
の
修
了

者
で
学
校
サ
ポ
ー
タ
ー
と

し
て
活
動
す
る
方
が
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
が
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。
八
王
子
市
で
は
認
証
制

度
が
あ
り
、
活
動
は
有
償
で
す
。
ま
た
、
認

定
者
は
育
成
講
座
で
講
師
を
務
め
る
な
ど
、

活
躍
の
場
も
あ
り
ま
す
。
人
材
の
育
成
と
定

着
の
た
め
、
制
度
の
導
入
を
求
め
た
と
こ
ろ
、

前
向
き
な
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

地
域
資
源
と
効
果
的
に
連
携
を

保
育
所
等
訪
問
支
援
事
業
は
、
こ
ど
も
が

集
団
生
活
に
適
応
で
き
る
よ
う
、
放
課
後
等

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
等
が
保
育
所
等
に
出

向
き
、
支
援
や
環
境
整
備
を
行
う
も
の
で
す

が
、
学
校
か
ら
は
敬
遠
さ
れ
が
ち
。
ま
ず
は
、

事
業
者
と
教
育
委
員
会
で
相
互
理
解
を
深

め
、
共
通
認
識
を
図
る
機
会
を
設
け
る
よ
う

提
案
し
ま
し
た
。
こ
ど
も
を
地
域
全
体
で
支

え
る
視
点
が
大
切
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

安
全
な
通
学
の
た
め
指
導
員
の
確
保
を

児
童
の
登
下
校
の
安
全
を
見
守
る
学
童
通

学
安
全
指
導
員
。
そ
の
謝
礼
は
、
財
政
難
で

予
算
枠
が
19
％
カ
ッ
ト
さ
れ
た
2
0
2
1
年

度
に
、
時
給
8
3
6
円
か
ら
6
7
7
円
に
下

が
り
、
今
も
そ
の
ま

ま
。
高
齢
を
理
由

に
辞
退
す
る
方
も

増
え
、
指
導
員
の
確

保
に
苦
労
す
る
学
校
も
あ

り
ま
す
。
最
低
賃
金
並
み

に
見
直
す
よ
う
求
め
た
と
こ

ろ
、
他
自
治
体
を
参
考
に
検

討
中
と
の
こ
と
。
速
や
か

な
対
応
を
要
請
し
ま
し
た
。

6
月
議
会
報
告　

一
般
質
問

市
民
・
環
境
経
済
委
員
会

※
1　
補
助
対
象
は
、
高
齢
・
障
害
者
施
設
等
、
児
童
福
祉

施
設
等
の
光
熱
水
費
、
福
祉
有
償
運
送
団
体
の
燃
料
費
、
農

業
者
の
肥
料
代
等
、
畜
産
農
家
の
飼
料
代
等
、
貨
物
運
送
事

業
者
に
燃
費
の
い
い
タ
イ
ヤ
の
購
入
費　

※
2　
対
象
品
目
は
、
エ
ア
コ
ン
、
テ
レ
ビ
、
照
明
器
具
、
電

気
冷
蔵
庫
、
電
気
冷
凍
庫
、
電
気
便
座
、
電
気
温
水
機
器
、
石

油
温
水
機
器
、
ガ
ス
温
水
機
器
、
ガ
ス
コ
ン
ロ
、
ガ
ス
オ
ー

ブ
ン
、
ガ
ス
ス
ト
ー
ブ
の
12
品
目

※
3　
通
常
の
学
級
に
在
籍
し
、
週
に
何
時
間
か
、
別
室
で

障
害
に
応
じ
た
指
導
を
受
け
る
教
室



名前 党派 得票数

1 秋本 じん 自由民主党 6,079

2 関根 まさごろう 無所属 5,812

3 大八木 さとし 自由民主党 5,365

4 谷川 ヒロシ 立憲民主党 5,177

5 なんば 秀樹 公明党 5,068

6 中村 ただとき 公明党 4,788

7 小林 たかみち 無所属 4,703

8 佐藤 ひさし 自由民主党 4,628

9 のもと よしみ 無所属 4,223

10 くりはら 大 立憲民主党 4,185

11 岩井 大 日本維新の会 3,684

12 中村 圭 日本共産党 3,325

13 渡辺 ひろあき 無所属 3,161

14 神田 みほ 国民民主党 2,679

15 松川 きみひろ 無所属 810

相模原市議会議員選挙〔緑区〕　2023年4月9日執行
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高
齢
を
理
由

に
辞
退
す
る
方
も

増
え
、
指
導
員
の
確

保
に
苦
労
す
る
学
校
も
あ

り
ま
す
。
最
低
賃
金
並
み

に
見
直
す
よ
う
求
め
た
と
こ

ろ
、
他
自
治
体
を
参
考
に
検

討
中
と
の
こ
と
。
速
や
か

な
対
応
を
要
請
し
ま
し
た
。

保
育
現
場
の
人
材
確
保
と
環
境
改
善
を

保
育
現
場
の
安
全
確
保
に
は
、
保
育
士
等

の
処
遇
や
保
育
環
境
の
改
善
が
必
要
で
す
。

国
は
、
昨
年
2
月
か
ら
認
可
保
育
所
等
の
保

育
士
等
に
月
額
9
0
0
0
円
の
加
算
を
実
施

し
、
横
浜
市
等
は
、
そ
の
動
き
に
合
わ
せ
て

認
可
外
の
保
育
室
に
も
加
算
を
進
め
て
い
ま

す
。
本
市
も
認
定
保
育
室
の
保
育
士
等
へ
の

処
遇
改
善
を
求
め
た
と
こ
ろ
、
検
討
し
て
い

く
と
の
こ
と
。
保
育
士
の
配
置
基
準
や
公
定

価
格
の
見
直
し
等
も
働
き
か
け
て
い
き
ま
す
。

次
期
都
市
農
業
振
興
ビ
ジ
ョ
ン

本
市
の
農
業
の
羅
針
盤
と
し
て
策
定
を

現
行
の
ビ
ジ
ョ
ン
は

2
0
2
5
年
度
ま
で
。

み
ど
り
の
食
糧

シ
ス
テ
ム
法

の
制
定
や
農

業
の
担
い
手

不
足
の
解
消
を
念
頭

に
置
い
た
制
度
改
正
が
行
わ
れ
、
農
政
を
取

り
巻
く
環
境
も
変
化
し
て
い
ま
す
。
次
期
ビ

ジ
ョ
ン
は
、
循
環
型
農
業
や
有
機
農
業
の
推

進
、
金
原
地
区
の
土
地
改
良
事
業
を
位
置
づ

け
る
な
ど
、
本
市
の
農
業
の
羅
針
盤
と
し
て

策
定
す
る
よ
う
促
し
ま
し
た
。

中
学
校
完
全
給
食
の
実
施
を
地
場
産
食

材
の
使
用
拡
大
と
農
業
振
興
の
契
機
に

2
0
2
6
年
度
の
中
学
校
完
全
給
食
の
実

施
を
め
ざ
し
、
急
ピ
ッ
チ
で
検
討
が
進
ん
で

い
ま
す
。
並
行
し
て
地
場
産
食
材
の
使
用
拡

大
を
計
画
的
に
推
進
す
る
こ
と
、
農
業
経
営

の
安
定
化
に
つ
な
げ
る
こ
と
、
ま
た
、
金
原

地
区
の
圃
場
整
備
で
生
み
出
さ
れ
た
農
地
に

給
食
食
材
を
作
付
け
し
、
農
業
の
担
い
手
の

育
成
と
こ
ど
も
た
ち
の
教
育
、
体
験
の
場
と

す
る
こ
と
を
求
め
ま
し
た
。

若
葉
台
住
宅
等
の
緑
地　

放
置
か
ら
適
切
な
保
全
へ

市
が
管
理
す
る
緑
地
の
樹
木
が
大
き
く
育

ち
、
老
木
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。
通
行
の
妨

げ
に
な
っ
た
り
、
陽
当
た
り
を
悪
く
し
た
り
、

倒
木
も
発
生
。
放
置
と
も
言
え
る
現
状
を
変

え
、
剪
定
や
間
伐
、
除
草
等
を
行
い
、
道
路

や
民
家
等
と
の
間
に
緩
衝
地
帯
を
設
け
る
な

ど
、
危
険
予
防
と
適
切
な
保
全
を
計
画
的
に

進
め
る
よ
う
、

求
め
ま
し
た
。

若
葉
台
は
、

「
危
険
木
を
重

点
的
に
伐
採

し
て
い
る
が
、

今
後
は
維
持
管

理
の
予
算
の
確
保

に
努
め
つ
つ
、
生

活
環
境
の
保
全
に

つ
な
が
る
よ
う
、

順
次
、
整
備
を
進

め
て
い
く
」
と
の

こ
と
。
予
算
の
確

保
が
鍵
を
握
り
ま

す
。
今
後
も
注
視

し
て
い
き
ま
す
。

◆投票率
緑区　 46.21％ 50.52％ 47.36％ 53.07％
市全体 45.50％ 48.85％ 46.83％ 50.59％

◆のもとよしみのこれまでの得票数　
 2019年  4,793票　2015年  4,404票　2011年  4,245票

今
春
の
統
一
地
方
選
で
5
期
目
の
当
選
を
果
た
し
ま
し
た
。
女
性
議
員
の
数
は

前
期
と
同
じ
（
46
名
中
10
名
）。
こ
れ
か
ら
も
是
々
非
々
の
立
場
で
市
政
を
チ
ェ
ッ

ク
し
、
培
っ
た
経
験
と
人
脈
を
活
か
し
て
、
課
題
の
解
決
や
積
極
的
な
提
案
に
努

め
ま
す
。
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
と
叱
咤
激
励
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（2023年）　 （2019年）　 （2015年）  （2011年）

相
模
原
市
議
会
議
員
選
挙
の
結
果

2023年度 のもとの仕事

● 颯
さっ
爽
そう
の会　代表

●市民・環境経済委員会
●防災特別委員会
●公共交通整備促進協議会 理事
●大山丹沢山系鳥獣害等問題議連 理事
●スポーツ議連　理事

支線にかかり道路落下を免れた倒木（若葉台）

家屋に覆いかぶさる 
木々（若葉台）



地
域
お
で
か
け
サ
ポ
ー
ト

推
進
事
業

外
出
が
困
難
な
方
を
移
動
支
援

す
る
5
人
以
上
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

団
体
に
燃
料
代
や
車
検
代
、
保
険

料
等
の
経
費
に
充
て
ら
れ
る
補
助

金
を
交
付
。
乗
車
人
数
で
補
助
額

が
変
わ
り
ま
す
（
最
大
50
万
円
）。

津
久
井
地
域
移
動

支
援
サ
ー
ビ
ス
事
業

津
久
井
、
相
模
湖
、
藤
野
で
運

行
す
る
福
祉
有
償
運
送
（
利
用
者

は
要
介
護
・
要
支
援
や
障
害
が
あ

る
方
）
を
行
う
事
業
者
に
車
両
購

入
等
の
経
費
を
補
助
（
上
限

2
0
0
万
円
／
台
）。
新
規
参
入

の
事
業
者
に
は
上
限
4
0
0
万
円

の
モ
デ
ル
事
業
あ
り
。

け
ん
こ
う
号
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

マ
イ
ク
ロ
バ
ス
1
台
が
ワ
ゴ
ン

車
3
台
に
。
城
山
、
津
久
井
、
相

模
湖
、
藤
野
で
い
き
い
き
百
歳
体

操
や
介
護
予
防
事
業
に
参
加
す
る

団
体
が
利
用
で
き
、
事
業
後
の
買

い
物
の
送
迎
も
可
能
に
な
り
ま
す
。

グ
リ
ー
ン
ス
ロ
ー
モ
ビ
リ
ティ
の

実
証
運
行

こ
の
車
は
時
速
20
㎞
未
満
の
電

動
車
で
、
公
道
が
走
れ
ま
す
。
実

証
運
行
は
、
若
葉
台
と
新
磯
の
2

地
区
で
実
施
。
運
転
手
は
、
講
習

を
受
け
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
地
域

住
民
で
、
運
行
ル
ー
ト
の
設
定
や

運
転
手
の
確
保
、
予
約
管
理
等
も

地
域
主
体
で
行
な
い
ま
す
。

藤
野
駅
に
時
計
が
つ
き
ま
し
た
！

駅
の
時
計
が
撤
去
さ
れ
て
不
便
と
の
声

を
受
け
、
J
R
へ
の
要
望
、
近
隣
駅
等
の

調
査
を
経
て
、
市
に
設
置
方
法
を
提
案
。

時
間
を
要

し
ま
し
た

が
、
設
置
し

て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

専
門
性
や

熱
意
あ
る
講

師
陣
か
ら
の
学
び

を
活
か
し
、
子
ど
も
安
全
管

理
士
と
し
て
、
子
ど
も
た
ち
の
命
を
守
り
、

安
全
安
心
な
環
境
を
保
障
す
る
た
め
の
活
動

に
精
進
し
て
い
き
ま
す
！

● 公式ウェブサイト https://nomotoyoshimi.com/● のもとよしみ事務所  〒252-0171　神奈川県相模原市緑区与瀬1309-1
TEL 042–682–6301　FAX 042-682-6302
E-mail iki-iki-nonohana@nifty.com

のもとよしみ 相模原市議会議員
 nomoto_ yoshimi

移
動
手
段
の
確
保
に
伴
う

新
た
な
取
組

実
現
し
ま
し
た
！

城山地区若葉台の小栗公園

で「ポニー乗馬×移動式あそび

場」が開催され、来場者約480

名、スタッフ60名で賑わいまし

た。主催は若葉台住宅を考え

る会。朝市やサロンを定期的に

開催するなど、精力的に活動さ

れています。昨年、この会と出

張ポニー乗馬を行う公益財団法

人ハーモニィセンター、プレイ

ワーカーのカービ―をおつなぎ

し、多世代交流イベントが実現。

今年は、かき氷や食事を提供す

るキッチンカーの出店やグリー

ンスローモビリティの試乗会、

オフロード用車いすの体験もあ

りました。

この車いすは、新春のつどい

のゲスト積田先生（小児科医）

にお願いして持ってきていただ

きました。草地やガタゴト道、

砂浜も大丈夫、山登りもできる

という優れもの。障害や年齢に

関係なく、暮らしや運動を楽し

める環境を一緒につくっていき

ませんか。9月には藤野地区で

体験できるよう計画中です。

子
ど
も
安
全
管
理
士
に

認
定
さ
れ
ま
し
た

多世代交流イベント in 若葉台（7/9）　

グリーンスローモビリティ


